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１．はじめに 

 鉄筋コンクリート構造物に地震時などのように高負荷のねじりが繰返し作用した場合、負荷の荷重の程度

により損傷や変形の度合いが異なり、耐力が低下し破壊に至る可能性が考えられる。そこで、本研究では鉄

筋コンクリート部材に両振りねじりモーメントを作用させた場合の、破壊までの繰返し回数や変形性状等の

相違から、疲労寿命について以前の実験結果を含めて比較検討した。 

２．実験概要                              表－１．測定結果 

 試験体は幅１５ｃｍ、高さ２０ｃｍ、長さ２ｍである。軸

方向筋には公称直径１３ｍｍ(４本)、横方向筋には公称直径

１０ｍｍ(３.５ｃｍ間隔)の鉄筋を用いた。これらの試験体に

一端を固定、他端を円周方向に可動とした油圧式ねじり試験

機を用いて正負方向の両振りねじりモーメントを加え、ねじ

れ角、補強筋のひずみ等を測定した。載荷方法としてはあら

かじめ静的載荷試験で求めた最大耐力の６５％から９０％を

繰返し荷重として設定し、正負に破壊するまで繰返し載荷を

行った。 

３．実験結果 

 測定結果を表－１に、破壊時のひび割れ状況の代表例を写

真－１に、繰返し載荷レベルと破壊に至った繰返し回数との 

関係のＳ－Ｎ曲線を図－１に示した。また、繰返しレ

ベル６５％のねじりモーメントとねじれ角の関係を図 

－２に、繰返しレベル８０％、８５％と９０％のもの

を図－３に示した。  

（１） 繰返し載荷回数と耐力 

あらかじめ行った静的載荷試験では正方向載荷時の

破壊荷重の８０％付近で軸方向筋の降伏現象が観察さ

れた。 繰返し載荷試験での破壊が生ずるまでの繰返

し回数は、載荷レベル９０％が２回、８５％が４回、

８０％が１２回、６５％が３８回となり、いずれも負

方向載荷時で破壊し、載荷レベル８０％以上で疲労寿

命が急激に低下する。載荷レベルと繰返し回数との関

係を、縦軸に載荷レベル（％）：Ｓ，横軸に繰返し回数

（回）：logＮ（対数表示）をとってＳ－Ｎ曲線で図－１に示す。載荷レベルと繰返し回数との間には、ほぼ

直線関係が認められ、その関係式は Ｓ＝98.29－62.48 logＮ となった。 
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図-１．載荷レベルと繰返し回数の関係
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（２）変形性状と剛性の低下 

 繰返しレベル８０％以上では、繰返し初期

の段階でひび割れが試験体全体に細かく多数

発生し、急激に剛性が低下する。繰返し載荷

レベル６５％は、載荷レベルの高いものに比

べ繰返し中でのひび割れの発生数は少ないが

繰返し回数を増すごとにひび割れ幅の拡幅が

進み、徐々にねじれ角が増加し剛性が低下す

る。なお、いずれの場合も負方向載荷時で、

おおむね静的載荷試験の破壊時のねじれ角に

達したときに破壊が生じた。 

４．まとめ 

 高負荷の両振りねじりモーメントを繰返し

加え破壊に至らせた部材について、本実験の

範囲内で得られた特徴を列挙すれば以下の通

りである。 

（ア）静的破壊耐力の８０％以上の繰返しね 

じりモーメントが作用した場合、疲労

寿命は急激に低下する。 

（イ）繰返し載荷ねじりモーメントの値が高いほどひび割れは細かく多数発生し、ねじれ角が静的最大耐力

時の値に達したときに破壊する。 

（ウ）現在のところ実験はまだ初期の段階なので、つり合い機構の定式化、データの補充等を含めさらに検

討を重ねる必要がある。 
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Fig.2-Relaitionship between torsional moment and torsional angle
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Fig.3-Relaitionship between torsional moment and torsional angle
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